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会
長 

新
年
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
し
い
年
を
お
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
県
老
連
の
会
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
支
援
に
よ
り
、
各
種
事
業
を
推
進
で

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
高
齢
化
が
進
展
し
た
今
日
、
住

み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
生
き
が
い
の

あ
る
自
立
し
た
生
活
を
で
き
る
限
り
長
く

続
け
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
そ
の
仕
組
み
の

中
で
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
長
年
に
わ
た
り
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
三
大
運
動
を
基
本
に
、
み
ん
な

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
地

域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
日
常
生
活
支
援
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身
が
健
康

で
、
明
る
く
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

実
践
し
て
、
そ
の
活
動
を
地
域
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
で

頼
り
に
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
な
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
五
か
年
計
画
で
会
員
増
強
運
動
に
組
織

を
挙
げ
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
盤
と
な
る
会
員
数

は
、
依
然
と
し
て
減
少
し
て
い
る
と
い
う

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

ひ
と
り
お
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
行
政
当
局
並

び
に
関
係
団
体
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

●
第
17
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

５
月
23
日（
土
）

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら（
大
村
市
）

で
開
会
式

●
県
老
連
理
事
会

６
月
３
日（
水
）

●
県
老
連
評
議
員
会

６
月
18
日（
木
）

●
市
町
老
連
会
長
研
修
会

６
月
18
日（
木
）～
19
日（
金
）

長
崎
市

●
高
齢
者
相
互
支
援
事
業
研
修
会

６
月
・
７
月

佐
世
保
市
・
時
津
町
・

新
上
五
島
町
・
小
値
賀
町

●
市
町
老
連
事
務
局
長
等
会
議

７
月
７
日（
火
）

長
崎
市

●�

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会

７
月
９
日（
木
）～
10
日（
金
）

熊
本
県

●�
市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

８
月
27
日（
木
）～
28
日（
金
）

島
原
市

●�

市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

９
月
３
日（
木
）～
４
日（
金
）

島
原
市

●�

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会９
月
・
10
月

諫
早
市
・
平
戸
市
・
松
浦
市
・�

対
馬
市

●�

第
55
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

10
月
29
日（
木
）

諫
早
市

●�

第
33
回
全
国
健
康
福
祉
祭

　
ぎ
ふ
大
会
　
地
域
文
化
伝
承
館

10
月
31
日（
土
）～
11
月
３
日（
火
）

岐
阜
県

●�

第
49
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

11
月
17
日（
火
）～
18
日（
水
）

山
形
県

●�

県
老
連
理
事
会

令
和
３
年
３
月
５
日（
金
）

●�

県
老
連
評
議
員
会

令
和
３
年
３
月
16
日（
火
）

長
崎
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長 

内
田
　
政
信

令
和
２
年
度
の
主
な
行
事
予
定

この機関誌は共同募金の
配分金により発行しました。
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知
事 

新
年
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
令
和
の
時
代
に
入
り
初
め

て
の
新
年
を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、「
ミ
ラ
イ
へ
つ
な
が
る
知
の

拠
点
」
と
し
て
県
立
・
大
村
市
立
一
体
型

図
書
館
「
ミ
ラ
イ
ｏ
ｎ
図
書
館
」
が
開
館

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
台
下
が
38
年
ぶ
り
に
本
県
を

訪
問
さ
れ
、
原
爆
落
下
中
心
地
で
は
、
核

兵
器
廃
絶
に
向
け
た
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
全
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
世
界
の
平
和
を
願
う
皆
様
の
大
き

な
力
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
県
に

と
っ
て
実
り
あ
る
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
の
皆
様
方
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
総
合
計
画
が
最
終
年
度
を
迎

え
ま
す
。
本
県
の
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

す
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
は
、
良
質
な

雇
用
の
場
の
確
保
と
若
者
の
県
内
定
着
促

進
策
や
移
住
促
進
対
策
、
自
然
減
対
策
と

し
て
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
、
市
町
や
関
係
団
体
等
と
一
体
と

な
っ
て
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
県
内
各
地
域
で
は
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
長
崎
県

は
１
０
０
年
に
一
度
と
も
言
う
べ
き
変
革

の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
の
武
雄
温
泉
︱
長
崎
間

の
開
業
に
向
け
、
沿
線
市
に
お
い
て
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
と
し
て
は
、
市
町

や
経
済
団
体
等
と
連
携
し
、
県
民
の
気
運

醸
成
や
誘
客
促
進
等
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
鳥
栖
︱
武
雄

温
泉
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
西
九
州
地

域
の
姿
を
見
据
え
る
と
、
関
西
・
中
国
圏

ま
で
の
直
通
が
可
能
と
な
り
、
地
域
の
発

展
に
最
も
寄
与
す
る
全
線
フ
ル
規
格
に
よ

る
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
、
本
県
選
出
国
会
議
員
や
県
議

会
の
皆
様
、
国
及
び
関
係
自
治
体
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
新
幹
線
整
備
と
あ
わ
せ
、

長
崎
駅
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、
３
月
に

在
来
線
の
高
架
軌
道
へ
の
切
り
替
え
及
び

新
駅
の
開
業
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
交

流
拠
点
施
設
や
ホ
テ
ル
、
商
業
業
務
施
設

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
ち
の
佇

ま
い
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

近
接
す
る
三
菱
重
工
幸
町
工
場
跡
地
に
お

い
て
は
、
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
核

と
し
た
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

ク
ル
ー
ズ
船
を
受
け
入
れ
て
い
る
長
崎
港

松
が
枝
国
際
観
光
船
埠
頭
に
お
い
て
は
、

寄
港
の
増
加
に
伴
い
、
岸
壁
を
延
伸
す
る

２
バ
ー
ス
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
国
に
よ
る
事
業
化
検
証
調

査
費
が
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令

和
２
年
度
の
事
業
化
に
向
け
引
き
続
き
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
三
菱
重
工
業
㈱

に
お
か
れ
て
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
修
繕
事
業

へ
の
着
手
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
実
現
す

れ
ば
長
崎
が
ま
さ
に
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
幹
線
整
備
に
並
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
特
定
複
合
観

光
施
設（
Ｉ
Ｒ
）区
域
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
加
え
、
建
設
投
資
や

施
設
運
営
を
通
じ
た
地
域
経
済
へ
の
波

及
、
新
た
な
雇
用
創
出
な
ど
に
よ
り
、
本

県
の
み
な
ら
ず
、
九
州
全
体
の
経
済
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
政
府
が

目
指
す
訪
日
外
国
人
観
光
客
数
等
の
目
標

達
成
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
九
州
各
県
や

経
済
団
体
な
ど
関
係
皆
様
方
と
一
層
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｒ
区
域
認
定
が
得

ら
れ
る
よ
う
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｒ
が
整
備
さ
れ
る
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
か
ら
近
い
佐
世
保
港
浦
頭
地
区
で

は
、
ク
ル
ー
ズ
拠
点
港
と
し
て
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
佐
世
保
市
内
及
び
周

辺
地
域
に
回
遊
い
た
だ
く
こ
と
で
観
光
消

費
額
の
拡
大
に
結
び
付
く
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

島
原
半
島
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
色

を
活
か
し
て
観
光
客
に
特
別
な
体
験
を
提

供
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
内
外
の
資
本
に
よ
る
付
加
価
値
の

高
い
宿
泊
施
設
の
整
備
が
進
む
な
ど
、
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、
地
域

が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

離
島
地
域
に
お
い
て
は
、
平
成
29
年
４

月
に
有
人
国
境
離
島
法
が
施
行
さ
れ
、
国

の
支
援
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
し
ま

に
新
た
な
仕
事
が
生
ま
れ
移
住
者
が
増
加

す
る
な
ど
、
人
口
減
少
が
改
善
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録

に
よ
る
来
訪
者
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、
新

た
な
ホ
テ
ル
が
進
出
す
る
な
ど
の
民
間
投

資
の
動
き
が
活
発
化
し
て
お
り
、
離
島
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
崎
と
上
海
を
結
ぶ
国
際
定
期

航
空
路
線
は
、
昨
年
、
路
線
開
設
40
周
年

を
迎
え
、
夏
季
期
間
中
の
臨
時
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
運
航
を
経
て
２
月
12
日
か
ら
の

増
便
が
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在

の
週
２
便
か
ら
週
３
便
と
利
便
性
も
向
上

い
た
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
交
流
の
拡

大
に
結
び
付
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
を
巡
る
聖
火
リ
レ
ー
は
５
月
８
日
、

９
日
に
本
県
内
を
走
行
し
、
そ
の
後
７
月

24
日
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ま
た
、
８
月

25
日
か
ら
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
会
い

た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、
本
県
の

魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
し
て
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
幅
広
い

交
流
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
県
民
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、

賑
わ
い
の
あ
る
長
崎
県
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長
崎
県
知
事

�

中
村
　
法
道

2



メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

　
　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

　

令
和
元
年
11
月
19
日（
火
）諫
早
文
化
会

館
に
お
い
て
、
多
く
の
来
賓
に
ご
出
席
賜

り
、
県
下
各
地
か
ら
約
１
２
０
０
名
の
会

員
並
び
に
福
祉
関
係
者
が
参
加
し
、
第
54

回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

坂
本
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
こ
と
ば
で

開
幕
。
開
会
挨
拶
の
中
で
内
田
会
長
は
、

多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
地
域
で
頼
り
に

さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
な
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
が
、
５
か
年
計
画
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
会
員
増
強
運
動
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
会
員
数
の
減
少
傾
向
は
続
い
て

お
り
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
引
き
続
き
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
功
労
者
へ
の
会

長
表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
大
村
市
老
連
島
会

長
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
、
瀧
口

副
会
長
が
大
会
宣
言
（
案
）
を
朗
読
、
満

場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、「
楽
し
く
食
べ
て　

元
気

な
毎
日
」
と
題
し
て
、
公
益
社
団
法
人
長

崎
県
栄
養
士
会
会
長　

篠
﨑
彰
子
先
生
の

ご
講
演
が
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向

け
、
健
康
管
理
に
関
す
る
学
習
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
変
有

意
義
な
お
話
で
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
演
芸
発
表
で
は
、
10
市
町

老
連
か
ら
11
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
さ
れ
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
皆
さ
ん
大
変

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
よ
う
で
し

た
。

　わたしたち老人クラブ会員は、長
年にわたり「健康・友愛・奉仕」の
全国三大運動に取り組み、クラブ活
動を通して高齢者同士の支え合いを
深め、地域の方々をはじめあらゆる
世代と手を携え、地域の担い手とし
て、みんなが安心して暮らせる地域
づくりをめざし活動を展開してきま
した。
　しかしながら、私たちの住む地域
においても、要介護者の増加や高齢
者の孤立化、消費者被害など高齢者
を取り巻く、さまざまな課題に直面
しています。
　一方で、高齢化の進展により高齢
者が増加している中で、昨年度まで
５か年計画で会員増強運動に組織を
挙げて取り組んだところであります
が、依然として老人クラブ活動の基
盤となる会員数が減少しているとい
う厳しい状況が続いています。
　本日この地に集うわたしたちは、
「のばそう！健康寿命、担おう！地
域づくりを」のメインテーマのもと、
魅力ある老人クラブをめざし、会員
の力を結集し、地域の期待に応える
よう、次の事項の実践を誓い、ここ
に宣言します。
一、�会員一人ひとりのパワーを結集
した「会員増強運動」の継続

一、�健康寿命をのばす「健康づくり・
介護予防活動」の充実

一、�友愛・奉仕活動をとおした老人
クラブ活動の展開とその広報

一、�高齢者の消費者被害や交通事故
防止に向けた活動の実践

《
演
芸
発
表
参
加
チ
ー
ム
（
出
演
順
）》

①
島
原
市
老
連

　
　
　

吉
田　

敏
博　

他
18
名

　
　

音
頭
「
平
成
有
明
音
頭
」

②
平
戸
市
老
連

　
　
　

神
保
久
美
子　

他
15
名

　
　

�

コ
ー
ラ
ス
藤
浦
洸
メ
ド
レ
ー
「
水
色

の
ワ
ル
ツ
～
平
戸
の
歌
～
す
も
も
」

「
帰
郷
」

③
雲
仙
市
老
連

　
　
　

長
谷
川
シ
ズ
カ　

他
10
名

　
　

舞
踊
「
北
の
一
本
釣
」

④
壱
岐
市
老
連

　
　
　

松
本　

清
美　

他
６
名　

　
　

民
謡
「
壱
岐
の
島
エ
レ
ジ
ー
」

⑤
長
与
町
老
連

　
　
　

奥　
　

玲
子　

他
12
名

　
　

舞
踊
「
す
ご
い
男
の
唄
」

⑥
佐
世
保
市
老
連

　
　
　

林　

ヤ
ス
子　

他
22
名

　
　

舞
踊
「
早
岐
茶
市
小
唄
」

⑦
大
村
市
老
連

　
　
　

浦
田　

雅
美　

他
10
名

　
　

フ
ラ
ダ
ン
ス
「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」

⑧
南
島
原
市
老
連

　
　
　

奥
薗
ス
ミ
子　

他
12
名

　
　

踊
り
「
雲
仙
な
が
し
踊
り
」

⑨
長
崎
市
老
連

　
　
　

小
野　

洋
子　

他
６
名

　
　

舞
踊
「
心
」

⑩
諫
早
市
老
連

　
　
　

北
村　

一
弘　

他
16
名

　
　

寸
劇
「
釜
蓋
か
ぶ
せ
」　　

⑪
大
村
市
老
連

　
　
　

児
玉　

克
己　

他
13
名

　
　

舞
踊
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」

第
54
回
長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

大　
会　
報　
告

島
原
市
老
連

「
平
成
有
明
音
頭
」

諫
早
市
老
連

「
釜
蓋
か
ぶ
せ
」

大 会 宣 言D D
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晴
れ
の
ご
受
賞

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 

　

              （
令
和
元
年
11
月
受
賞
）

◆
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
表
彰

　

大
村
市
老
連　
　

山
口　

鷹
士

　

雲
仙
市
老
連　
　

脊
川　

亀
史

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

大
村
市
老
連　
　

坂
口
長
生
会

◆
優
良
郡
市
町（
地
区
）老
連
全
国
表
彰

　

南
島
原
市
老
連　
　

　
　
　

深
江
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
表
彰

　

諫
早
市
老
連　
　

久
山
台
シ
ニ
ア
会

　

大
村
市
老
連　
　

水
計
寿
会

長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 

◆
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

　
《
市
町
老
連
役
職
員　

24
名
》

　

長
崎
市
老
連　
　
　

浜
本　

政
暉

　
　
　

〃　
　
　
　
　

福
田　

幸
弘

　

佐
世
保
市
老
連　
　

久
野　

尚
身

　
　
　

〃　
　
　
　
　

山
領　

憲
一

　
　
　

〃　
　
　
　
　

川
島　

政
雄

　
　
　

〃　
　
　
　
　

高
倉　

恭
一

　
　
　

〃　
　
　
　
　

川
渕　

節
子

　

諫
早
市
老
連　
　
　

氏
原　

和
雄

　
　
　

〃　
　
　
　
　

木
塚　

昭
則　

　
　
　

〃　
　
　
　
　

草
野　

勝
善

　
　
　

〃　
　
　
　
　

久
保　

誠
二

　
　
　

〃　
　
　
　
　

中
村　

文
子

　
　
　

〃　
　
　
　
　

宮
本　

義
信

　
　
　

〃　
　
　
　
　

橋
本　

信
雄

　

大
村
市
老
連　
　
　

出
口　

洋
右

　
　
　

〃　
　
　
　
　

島　
　

信
行

　

雲
仙
市
老
連　
　
　

本
田　

亮
次

　
　
　

〃　
　
　
　
　

馬
場　

和
則

　

南
島
原
市
老
連　
　

柴
原
三
美
子

　
　
　

〃　
　
　
　
　

井
村
優
美
子

　
　
　

〃　
　
　
　
　

山
本
與
四
郎

　
　
　

〃　
　
　
　
　

近
藤　

正
治

　

時
津
町
シ
ニ
ア
連　

濵
本　

孝
英

　

小
値
賀
町
老
連　
　

近
藤　

一
輝

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
《
７
ク
ラ
ブ
》

　

長
崎
市
老
連　
　

川
平
町
平
和
会

　

佐
世
保
市
老
連　

大
和
長
寿
ク
ラ
ブ

　
　
　

〃　
　
　
　

石
岳
長
寿
会

　

諫
早
市
老
連　
　

東
小
路
町
有
明
会　
　
　
　

　

大
村
市
老
連　
　

坂
口
長
生
会

　

雲
仙
市
老
連　
　

寿
会

　

長
与
町
老
連　
　

琴
寿
会

◆
仲
間
づ
く
り
プ
ラ
ス
ワ
ン
作
戦 

　
《
３
老
連
》

　

対
馬
市
老
連 

　

平
戸
市
老
連　

　

小
値
賀
町
老
連

◆
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　
《
７
ク
ラ
ブ
》

　

佐
世
保
市
老
連　

潜
竜
老
友
会

　
　
　

〃　
　
　
　
熟
成
ク
ラ
ブ
藤
寿
会

　
　
　

〃　
　
　
　

�

広
田
３
丁
目
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ

　

諫
早
市
老
連　
　

久
山
台
シ
ニ
ア
会　
　

　

大
村
市
老
連　
　

水
計
寿
会

　
　
　

〃　
　
　
　

�

桜
馬
場
第
二
町
内
会

老
人
ク
ラ
ブ
桜
寿
会

　
　
　

〃　
　
　
　

の
ぞ
み
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰 

 （
令
和
元
年
８
月
受
賞
）

◆
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

　

佐
世
保
市
老
連　

潜
竜
老
友
会　

　

大
村
市
老
連　
　

の
ぞ
み
会

◆
活
動
賞

　

松
浦
市
老
連　
今
福
町
長
寿
会
連
合
会

　
　
　

〃　
　
　

里
不
老
会

　

対
馬
市
老
連　

�

対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
豊
玉
支
部

２
０
１
９
年
度
各
種
表
彰

4



　

令
和
元
年
７
月
４
日（
木
）～
５
日

（
金
）、
北
九
州
市
（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
小
倉
）
に
お
い
て
、
九
州
各
県
・
指

定
都
市
老
人
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
並
び
に

関
係
者
等
約
３
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
内
田
会
長
ほ
か
13
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
１
日
目
（
７
月
４
日
）

◆
基
調
報
告

　
「
５
か
年
の
会
員
増
強
運
動
と
今
後
の

方
向
」
に
つ
い
て

全
老
連　
常
務
理
事　
齊
藤　
秀
樹　

　

会
員
増
強
運
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
分
析
・
評
価
に
よ
る
運
動
の
総
括

と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
研
究
部
会

◦
第
１
研
究
部
会

　

�「
健
康
づ
く
り・介
護
予
防
活
動
の
推
進
」

◦
第
２
研
究
部
会

　

�「
友
愛
活
動
（
高
齢
者
相
互
の
支
え
合

い
）
の
推
進
」

◦
第
３
研
究
部
会

　

�「
会
員
増
強
（
１
０
０
万
人
会
員
増
強

運
動
）
の
推
進
」

　

各
研
究
部
会
そ
れ
ぞ
れ
で
事
例
発
表
が

あ
り
、
第
２
研
究
部
会
で
は
、
壱
岐
市
老

連
の
山
口
事
務
局
長
が
「
私
た
ち
老
人
ク

ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
事
例
発
表
を
行
い
、
取
組
み
状
況
と
成

果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
日
目
（
７
月
５
日
）

◆
講
演

　
「
脳
卒
中
の
お
話
」

　
　
平
成
紫
川
会
小
倉
記
念
病
院
病
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田　
　
泉

◆
全
体
会

　

３
つ
の
研
究
部
会
で
の
協
議
結
果
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
参
考
に
な

る
報
告
で
し
た
。

◆
閉
会

　

九
州
各
県
・
指
定
都
市
老
連
連
絡
協
議

会
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
、次
年
度（
２
０
２
０

年
度
）
開
催
の
熊
本
県
老
連
会
長
の
挨
拶

で
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  
参  

加  

報  

告

　

令
和
元
年
８
月
29
日（
木
）～
30
日（
金
）

Ａ
ｌ
ｅ
ｇ
ａ
軍
艦
島
（
長
崎
市
）
に
お
い

て
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
47
名
（
う
ち
、
女
性

７
名
）
が
参
加
し
て
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

内
田
会
長
、
近
藤
委
員
長
の
開
会
挨
拶

の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、
報
告
、
グ

ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【
講
話
】

　
「
な
ぜ　
老
人
ク
ラ
ブ
は
必
要
な
の
か
」

　
　
　
（
一
社
）
長
崎
県
社
会
福
祉
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
　
睦　
会
長

　

高
齢
者
の
元
気
な
ま
ち
は
、
地
域
に
暮

ら
す
住
民
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
と
の
話
で
締
め
括
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
自
体
が
い
か
に
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
か
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
に
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】　
県
老
連
事
務
局
長

◦�

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
会
員
増
強
運
動

５
か
年
の
結
果
（
会
員
数
推
移
等
）

◦
主
な
行
事　

◦
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
等

【
報
告
】

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
中
央
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
て

　
　
　
諫
早
市
老
連　

小
野
由
利
子　
若
手
委
員
長

　
「
新
規
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う
！
解

散
ク
ラ
ブ
を
防
ご
う
」
に
つ
い
て

　　
「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
て

　
　
　
時
津
町
シ
ニ
ア
連　

宮
本　
砂
男　
壮
年
部
長

　
「
高
齢
者
関
連
施
策
と
老
人
ク
ラ
ブ
へ

の
期
待
」
に
つ
い
て

　

地
域
の
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
人

の
状
況
を
知
る
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
今
ま
で

の
活
動
を
活
か
す
等

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

テ
ー
マ　

◎
「
５
年
、
10
年
後
を
見
据
え
て
～
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て

◎
「
会
員
増
強
運
動
等
」
に
つ
い
て

市
町
老
連
若
手
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開  

催  

報  

告
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参
加
者
が
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
５

年
先
、
10
年
先
老
人
ク
ラ
ブ
は
ど
う
な
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
、
若
手
委
員
が
で
き
る

こ
と
、
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
ど
ん
な

ク
ラ
ブ
だ
ろ
う
か
、
入
会
し
た
い
と
思
う

ク
ラ
ブ
に
近
づ
く
た
め
に
は
何
を
す
べ
き

か
な
ど
各
地
域
で
の
取
組
み
状
況
等
も
踏

ま
え
、
情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

翌
日
の
全
体
会
で
は
、
近
藤
委
員
長
の

司
会
で
進
行
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

「
各
種
行
事
を
通
じ
て
入
会
を
促
す
」、「
自

治
会
等
と
の
連
携
が
重
要
」、「
30
代
、
40

代
と
そ
の
子
供
と
の
交
流
を
図
り
、
親
、

祖
父
母
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
」
等
の
意

見
や
、ま
た
、「
若
手
委
員
を
増
や
す
」、「
健

康
で
元
気
で
長
生
き
を
目
指
す
」、「
免
許

返
納
問
題
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
等
に
取
り
組
む
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
、活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
町
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー

研
修
会  

開  

催  

報  

告

　

令
和
元
年
９
月
５
日（
木
）～
６
日（
金
）

南
風
楼
（
島
原
市
）
に
お
い
て
、女
性
リ
ー

ダ
ー
62
名
が
参
加
し
て
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

内
田
会
長
、
瀧
口
女
性
部
会
長
の
開
催

挨
拶
の
後
、
講
話
、
事
務
局
説
明
、
報
告
、

グ
ル
ー
プ
協
議
・
全
体
会
、
創
作
タ
イ
ム

（
写
真
立
て
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
講
話
】　

　
「
高
齢
者
の
適
度
な
運
動
に
つ
い
て
」

　
　
医
療
法
人
社
団
東
洋
会
池
田
病
院　

大
石　
　
賢　
理
学
療
法
士

　

転
倒
予
防
と
実
践（
①
高
齢
者
の
体
力
、

②
効
果
的
な
運
動
方
法
、③
介
護
予
防（
転

倒
予
防
・
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効

果
に
つ
い
て
）④
が
ま
だ
す
体
操
の
紹
介
・

実
践
）
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
事
務
局
説
明
】　
県
老
連
事
務
局
長

◦�

老
人
ク
ラ
ブ
の
状
況
、
会
員
増
強
運
動

５
か
年
の
結
果
（
会
員
数
推
移
等
）

◦
主
な
行
事

◦
老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
等

【
報
告
】　　

　
「
第
30
回
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

　
　
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
県
老
連

　
　
　
　
　
瀧
口　
京
子　
女
性
部
会
長

　
「
示
そ
う
！
女
性
パ
ワ
ー
」
に
つ
い
て

【
グ
ル
ー
プ
・
全
体
協
議
】

　
テ
ー
マ
『
友
愛
活
動
に
つ
い
て
』

　

参
加
者
が
11
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
友

愛
活
動
に
関
す
る
各
地
域
で
の
取
組
み
、

活
動
状
況
、
成
果
、
課
題
等
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
全
体
会
議
は
瀧
口
部
会
長
及
び

森
・
中
山
両
副
部
会
長
の
司
会
に
よ
り
進

行
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
具
体
的
な
活
動

事
例
の
発
表
や
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
の

意
見
等
も
出
さ
れ
、
活
発
な
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

【
創
作
タ
イ
ム
】

　
「
折
り
紙
で
作
る
写
真
立
て
」
を
大
村

市
老
連
の
野
口
女
性
部
会
長
に
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
皆
さ
ん
で
創
作
し
ま
し

た
。
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「
令
和
元
年
度
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て

　

令
和
元
年
12
月
12
日（
木
）～
13
日 　

（
金
）、
標
記
の
セ
ミ
ナ
ー
が
新
霞
が
関
ビ

ル
「
灘
尾
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
１
３
５
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

【
１
日
目
】

一�

、
地
域
支
え
合
い
講
座
「
フ
レ
イ
ル
予

防
と
地
域
支
え
合
い
」

　
　

�

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研

究
所
・
社
会
参
加
と
地
域
保
健
研
究

チ
ー
ム
研
究
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原　
佳
典

⑴
新
た
な
健
康
課
題
「
フ
レ
イ
ル
」

　

�

フ
レ
イ
ル
と
は
、
筋
力
、
持
久
力
、
生

理
機
能
の
減
衰
を
特
徴
と
す
る
複
数
要

因
か
ら
な
る
症
候
群
で
身
体
的
障
害
や

死
亡
に
対
す
る
脆
弱
性
が
増
大
し
た
状

態
。

⑵�

身
体
的
フ
レ
イ
ル
、
認
知
・
心
理
的
フ

レ
イ
ル
、
社
会
的
フ
レ
イ
ル
が
あ
る
。

よ
っ
て
要
支
援
要
介
護
の
危
険
性
が
高

い
状
態
な
の
で
、
悪
循
環
さ
せ
な
い
体

制
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
。

⑶�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
つ
の
柱
（
栄
養
・

運
動
・
社
会
参
加
）、
人
生
１
０
０
年

時
代
の
フ
レ
イ
ル
対
策
と
は
、「
自
分

の
た
め
に
」、
そ
れ
が
「
相
手
の
た
め

に
」、「
地
域
の
た
め
に
」
三
方
よ
し

二�

、
老
人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
健
康
づ
く

り
、
生
活
支
援

　
　
全
老
連
理
事
・
事
務
局
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
立　
　
斉

⑴
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　

①
高
齢
者
の
人
口

　

◦�

２
０
１
８
年
75
才
以
上
人
口
が
65
才

以
上
人
口
の
半
数
を
超
え
る

　

◦�

２
０
２
５
年
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
り
高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
る

　

◦�

２
０
４
０
年
団
塊
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
が

65
才
を
迎
え
75
歳
以
上
人
口
が
20
％

を
超
え
る

⑵�

全
国
的
な
取
組
み
の
重
点
メ
イ
ン
テ
ー

マ

　

①�

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」

　

②
取
り
組
み
の
重
点

　

◦�

仲
間
づ
く
り
（
会
員
増
強
）
へ
の
取

り
組
み

　

◦�

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
、
生
活
支
援

の
推
進

三
、
上
手
な
医
療
の
受
け
方

　
　
日
本
医
師
会
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
澤　
和
彦

⑴�

認
知
症
→
行
動
障
害
は
「
ケ
ア
」
で
よ

く
な
る
→
そ
し
て
治
る

⑵�

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
、
ケ

ア
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン　

　

◦
か
か
り
つ
け
医
の
重
要
性

⑶�

フ
レ
イ
ル
進
行
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
10
項

目
⑷
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
10
か
条

⑸
尊
厳
の
保
障
へ
向
け
て

四
、
高
齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方

　
　
日
本
栄
養
士
会
専
務
理
事  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫　
　
和
子

⑴�

「
今
ど
き
低
栄
養
な
ん
て
…
…
」と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

⑵�

こ
ん
な
人
、
こ
ん
な
と
き
に
ご
用
心

⑶�

低
栄
養
で
み
ら
れ
や
す
い
外
観
や
動
作

⑷
食
べ
る
力
の
低
下
の
チ
ェ
ッ
ク

⑸
低
栄
養
の
早
期
発
見
チ
ェ
ッ
ク

⑹
高
齢
の
人
が
摂
り
た
い
栄
養
、
食
品

⑺�

食
べ
る
力
が
落
ち
て
き
た
人
の
「
栄
養

ア
ッ
プ
」「
水
分
補
給
」
対
策

⑻
栄
養
調
整
食
品
の
活
用

⑼
栄
養
調
整
食
品
で
カ
ン
タ
ン
料
理

五
、
事
例
発
表

⑴�

サ
ロ
ン
活
動
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防

　
　
香
川
県
三
豊
市
老
連
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
川　
泰
文

　

�

①
ク
ラ
ブ
の
概
況

　

②
健
康
づ
く
り

　

③
友
愛
活
動

　

④
サ
ロ
ン
の
役
割

⑵�

自
治
会
と
共
に
つ
く
る
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り

　
　
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
老
連
理
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原　
鋹
孝

　

�

①
地
域
の
概
況

　

②�

「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
の
取
組
み
に
つ

い
て

　

③
活
動
員
の
募
集

島
原
市
老
連　
　

　

吉
田
　
正
弘

（
右
）

大
村
市
老
連

　

橋
村
　
利
満

（
右
２
人
目
）

佐
世
保
市
老
連

　

松
本
　
修
二

（
左
２
人
目
）

長
崎
市
老
連

　

佐
々
木
正
吾

（
左　

筆
者
）
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令
和
元
年
11
月
26
日（
火
）～
27
日（
水
）

の
２
日
間
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
全
国
か
ら
約
１
６
０
０
名
、
長

崎
県
か
ら
８
名
が
参
加
し
て
、
さ
い
た
ま

市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　

１
日
目
は
、
テ
ー
マ
別
に
分
散
し
て
、

第
１
部
会
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
介

護
予
防
活
動
の
推
進
」、
第
２
部
会
「
高

齢
者
の
支
え
合
い
活
動
の
推
進
」、
第
３

部
会
「
演
じ
る
活
動
（
舞
台
発
表
）」
の

活
動
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
権
宮

司
東
角
井
真
臣
氏
に
よ
る
「
武
蔵
一
宮
氷

川
神
社
の
歴
史
」
と
題
し
た
講
演
、
埼
玉

県
川
口
市
老
連
の
さ
し
ま
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

の
皆
さ
ん
の
「
新
聞
紙
に
よ
る
彩
の
国
伝

統
絵
巻
」の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
あ
り
、

そ
の
後
の
式
典
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
や
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
等
に
全
老
連
清
家
会
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
本
県
か
ら

の
受
賞
者
は
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。）

　

最
後
に
「『
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ

る
』、『
元
気
老
齢
者
を
め
ざ
す
』、『
友
愛

活
動
を
基
盤
に
新
地
域
支
援
事
業
と
連
携

し
た
支
援
活
動
に
努
め
る
』」
な
ど
、
４

項
目
の
実
践
の
誓
い
を
盛
り
込
ん
だ
大
会

宣
言
（
案
）
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
の
第
49
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

は
、
令
和
２
年
11
月
17
日
～
18
日
の
日
程

で
山
形
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

参
加
報
告

【
２
日
目
】

一�
、高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防 
「
知
識
を
共
有
し
、一
人
一
人

が
、そ
し
て
、み
ん
な
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
」

　
　

�

順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
協
会
会
長  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
井　
正
子

⑴�

超
高
齢
社
会
の
健
康
づ
く
り
、
介
護
予

防

　

�

①�

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

　

②�

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

運
動
に

よ
る
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

　

③�

Ｗ
Ｈ
Ｏ
「
運
動
器
の
10
年
」

　

④�

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

⑤�

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア（
加
齢
と
運
動
不
足
、

低
栄
養
に
よ
る
筋
量
の
減
少
）

　

⑥
認
知
症
の
増
加

　

⑦
フ
レ
イ
ル
予
防

⑵�

運
動
は
仲
間
と
で
き
る
健
康
づ
く
り
、

介
護
予
防

⑶�

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
は
カ
ラ
ダ
へ
の

気
づ
き

⑷
健
康
づ
く
り
運
動
で
期
待
で
き
る
効
果

二
、
歯
、
口
腔
の
健
康
管
理

　
　
　

�

北
海
道
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院

口
腔
健
康
科
学
分
野
高
齢
者
歯
科

学
教
室　
准
教
授  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊　
　
裕

⑴�

現
在
の
高
齢
者
医
療
福
祉
の
目
的
（
地

域
包
括
ケ
ア
）

　

�

①
フ
レ
イ
ル
予
防

　

②
要
介
護
状
態
の
予
防

　

③
在
宅
診
療
の
推
進

　

④
在
宅
療
養
の
継
続

⑵
フ
レ
イ
ル
の
定
義

⑶
フ
レ
イ
リ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

⑷
フ
レ
イ
ル
の
多
面
性

⑸
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は

⑹
８
０
２
０
運
動

⑺
健
康
寿
命
の
延
伸

⑻�

口
腔
機
能
低
下
に
よ
る
栄
養
へ
の
影
響

⑼�

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は

三
、
グ
ル
ー
プ
学
習

　

22
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
ク
ラ
ブ
で

取
り
組
む
健
康
づ
く
り
、
生
活
支
援
活
動

に
つ
い
て
、
自
分
達
が
ど
の
よ
う
に
活
動

し
て
い
る
か
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

〈
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
〉

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
健
康
が
い
か
に
大
切
か
改
め
て
感

じ
た
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
に
対
す
る
支
援
、
介
護
が
重
要
で
あ
る

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
学

ん
だ
事
柄
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第48回
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「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
」

　

令
和
元
年
11
月
９
日（
土
）か
ら
12
日

（
火
）ま
で
「
あ
ふ
れ
る
情
熱
は
じ
け
る
笑

顔
」
を
テ
ー
マ
に
和
歌
山
県
下
21
市
町
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
県
か
ら
は
す
こ
や
か
長
寿
財
団
の

横
田
理
事
長
を
団
長
に
監
督
・
選
手

１
４
７
名
が
22
種
目
の
競
技
に
参
加
し
、

全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
選
手
団
と
交

流
を
深
め
な
が
ら
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、
各
種
目
に
お
い
て
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

写
真
提
供
　（
公
財
）す
こ
や
か
長
寿
財
団

【
地
域
文
化
伝
承
館
】

　

大
会
期
間
中
、「
福
祉
・
生
き
が
い
関

連
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
、「
地
域
文
化
伝

承
館
」
が
11
月
９
日（
土
）か
ら
11
日（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、「
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー

ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
文
化
伝
承
館
」
で
は
、
和
歌
山

県
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
「
真
田
紐

作
品
」
や
「
紀
州
て
ま
り
」
等
の
展
示
、

体
験
等
の
出
展
、
ま
た
、
舞
台
で
は
、
地

元
民
謡
や
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
、
コ
ー
ラ

ス
、
創
作
ダ
ン
ス
、
健
康
体
操
等
、
多
彩

な
出
し
物
で
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

全
国
健
康
福
祉
祭

和
歌
山
大
会

第32回
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編

集

雑

感

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
年
で
す
。
昨
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
同
様
に
、
多

く
の
人
に
感
動
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
明
日
へ

の
希
望
を
持
て
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
は
、
令
和
の
時
代
と
な
り
、
新
し

い
時
代
へ
の
期
待
と
希
望
が
満
ち
た
一
方

で
、
全
国
各
地
で
災
害
が
起
こ
り
、
多
く

の
仲
間
の
皆
さ
ん
も
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
は
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
災

害
も
な
い
、
平
和
で
明
る
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

第
51
号

令
和
２
年
１
月
10
日
発
行

発　

行　
（
公
財
）長
崎
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

　
　
　
　

長
崎
市
茂
里
町
３
－
24　

�

☎
０
９
５
－
８
４
６
－
５
０
０
０

発
行
人　

内　

田　

政　

信

編
集
人　

上　

田　

幸　

明

印　

刷　
（
有
）正
文
社
印
刷
所

2019 年度「社会奉仕の日」（９月 20日）活動報告
会員の皆様には、老人クラブ「老人の日・老人週間」における活動にご協力頂きありがとうございました。

各取り組みのうち「社会奉仕の日」の活動について下記のとおり集計しました。

県老連では、ホームページを開設しています。ご覧になりたい方は下記のアドレスにアクセスしてください。

http://nagasakikenroren.sakura.ne.jp/

注）クラブ数、会員数は延べ数

No. 市町老連名
清掃・美化活動 環境にやさしい活動 計

クラブ数 会員数 クラブ数 会員数 クラブ数計 会員数計
1 長　　崎 282 3,031 113 1,544 395 4,575
2 佐 世 保 116 2,639 116 2,639
3 島　　原 70 601 70 601
4 諫　　早 242 2,785 71 844 313 3,629
5 大　　村 47 1,009 21 409 68 1,418
6 平　　戸 24 546 2 37 26 583
7 松　　浦 34 773 34 773
8 対　　馬 24 295 24 295
9 壱　　岐 57 1,083 34 614 91 1,697
10 五　　島 30 624 19 617 49 1,241
11 西　　海 28 924 6 120 34 1,044
12 雲　　仙 66 955 16 547 82 1,502
13 南 島 原 63 833 24 310 87 1,143
14 長　　与 27 368 5 61 32 429
15 時　　津 18 215 18 215
16 東 彼 杵 11 369 11 369
17 川　　棚 28 739 40 28 779
18 波 佐 見 17 490 2 92 19 582
19 小 値 賀 21 80 21 80
20 佐　　々 4 42 4 42
21 新上五島 12 66 12 66

計 1,221 18,467 313 5,235 1,534 23,702
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